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３．結果と考察







し易いため、ブロック共重合性が劣ったと考えられる。

（2）PSt－CR－PStトリブロック共重合（Table４）

また、上記結果から、Stであれば、アニオン重合

SIS、SBSのようなトリブロック共重合体を合成でき

ると考え、CPMとのトリブロック共重合を試みた

（sample：SCS1）。各段階で分子量が高分子量側へシ

フトしていること（Fig.10）、及び生成ポリマーのシ

ャープなミクロ相分離構造（黒い部分がPStドメイン）

（Fig.11）から、目的のトリブロック共重合体（PSt含

量50wt％、PStセグメント分子量約2万）が生成したと

判断した。

2官能性RAFT試薬による2ステップでのトリブロッ

ク共重合体の合成を試みたが、多峰性の分子量分布を

示した。構造上、1官能RAFT試薬と比べて、2つのラ

ジカルが接近し易いため、カップユb… Ą ❶ ぐく㏈ 30 V丗 ▕ め 合を視

示した。構造上、1官能RAFT試薬と比べて、2つのラ
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